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　世界を震撼させたエボラ出血熱感染の脅威・地球規模の自然災害・毎日のように発生す
るテロの報道・・・そんな気が滅入るような暗い話が多い中で、先日青色発光ダイオード
で日本人３人がノーベル物理学賞を受賞し久しぶりに明るい話題で日本列島が沸いた。 
特に赤崎勇教授の「これまで私を支えてくれた会社や大学など皆さんのサポートのおかげ
です。1人の力ではない。この場を借りて感謝申し上げます。」と謙虚なコメントを聞い
て何かほっとしたものを感じた。
　冒頭の数々の不安や不幸な出来事も人類の英知をもって一日でも早く克服することを心
より祈りたい。

　さて、本年も多くの論文を応募いただき『海事交通研究』第63集を皆様にお届け出来る
ことを嬉しく思っております。
　まず、当財団からの指定テーマに応募いただいた合田浩之氏の北極海航路におけるハブ
ポートの考察は欧州側の現状を解説するとともに、日本における今後のゲートウェー・
ポートの論議に示唆を与える論文であります。
　斎藤吉則氏は東日本大震災で甚大な被害を受けた実体験から得た教訓をもとに、今後の
大震災対応に向けて企業戦略としてのBCPのあるべき姿を具体的に提案しています。
　松尾俊彦先生・永岩健一郎先生は内航フィーダー輸送を拡大するには内航フィーダー船
の大型化と外貿コンテナに加え内貨コンテナとの混載も必要となることを見越し、内航
フィーダーと内貨コンテナ輸送の両方を研究対象とし考察を試みています。
　南健悟先生は船舶の港湾施設との衝突に関し港湾法上の原因者負担制度の要件等につい
ての考えを展開しています。
　松本宏之先生は日本の港湾に関するセキュリティ対策について港湾管理者はセキュリ
ティに関する明確な理論的根拠を有すること、制限区域での航行環境の整備等が重要と指
摘しています。
　長谷知治先生は戦争や海賊の有事リスクに対し海上保険では補填されないところを明ら
かにしたうえで、それらの備えとして具体案を明示しています。
　藤本昌志先生は我が国沿岸、特に船舶交通が輻輳する海域における小型船舶と大型船舶
の海難事故を減少させるための方策として小型船舶に対する特別規定の創設、施行につい
て提言をされています。
　福山秀夫氏は中国政府の3つの政策（｢海鉄連運｣・｢ユーラシア・ランドブリッジ｣・
｢18か所コンテナセンター整備計画｣）の新展開について、現地取材を通し論じています。
　寒河江芳美氏は世界最大の船員供給国であるフィリピンの船員問題を海事関連の経験
者・実務者から多数ヒアリングした結果を基に、高級士官を育成するにはOJTの充実と船
員派遣業者との連携の重要性を説いており、この研究報告は今後の高級士官育成の検討材
料に資すると考えます。
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　この様に貴重な内容の論文を多数掲載できましたこと、厚く御礼を申し上げるととも
に、来年度も沢山の応募を頂きますよう重ねてお願い申し上げます。

2014年11月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般財団法人　山縣記念財団
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　　　　小林　一夫


